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 This study explored the occupational experiences influencing the daily satisfaction of 
community-dwelling older adults. Twenty older adults living in the community agreed 
to participate in this study. The data were collected through diaries and semi-structured 
interviews and were analyzed using thematic analysis. Nine themes were identified as 
the aspects of occupational experiences that influenced the daily satisfaction of the 
participants: connection/estrangement, affirmation/negation, contribution/annoyance, 
effort/laziness, enjoyment/boredom, progress/regress, success/disappointment, 
acquisition/forfeiture, and recovery/decline. The themes include both positive and 
negative experiences, which shows the complexity of occupational experiences. These 
results promote the understanding of older people's occupational experiences and can be 
 used to assist them with increasing positive experiences in their daily life. 
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 生活満足度は，主観的幸福感を示す中心的な概念の  1 つである  1 ．
また生活満足度は健康との正の相関が認められ，生活満足度が高い
人は死亡リスクが低下するとの報告もある  2, 3 ．我が国においては
高齢化が進み，介護予防の観点からも高齢者が地域で満足した生活
を送り続けられる支援の充実や仕組みづくりが進められている  4 ．  
 高齢者の生活満足度に影響を与える要因の  1 つに，日々の作業へ
の参加状況がある．多くの先行研究において，高齢者の社会的活動
や生産的活動が，生活満足度と関連があることが示されている  2, 5-7 ．
また健康増進を目的とした予防的な作業療法においても生活満足度
が成果指標の  1 つとなっており，作業に焦点を当てた集団プログラ
ムが，生活満足度にポジティブな効果を与えることが明らかとなっ
ている  8-10 ．  
 生活の中で得られる満足は，どんな作業をしたか以上に，その作










者では，生活に満足をもたらす作業経験は変わる可能性がある  16 ． 
  2 つ目の課題は，先行研究では一日を単位とした満足度に影響を
与える作業経験に焦点を当てていないということである．先行研究
では，一日に対する満足ではなく，より広範囲な高齢期の生活全体







 17 ．  
  3 つ目の課題は，ネガティブな作業経験についての探索である．
先行研究では幸福に影響を与えるポジティブな作業経験について焦
点が当てられており，ネガティブな経験については十分に研究され
ていない  18 ．ネガティブな経験への理解が進むことで，人々の生活
満足度を高める方法を多方面から考えられるだろう．  










A ．対象  
 本研究は，県立広島大学三原キャンパス研究倫理委員会の承認
（承認番号：第  16MH038 号 -02 ）を得て実施された．対象者は，広
島県三原市在住の  65歳以上の高齢者とした．  2018年  4 月現在，三原
市の人口は  95,013 名で高齢化率は  33.8 ％であり，全国平均よりも高



















研究協力への同意が得られた  20名を対象とした．  
 対象者  20名のうち，女性が  14名，男性が  6 名であった．平均（標
準偏差）年齢は，  75.8 （  5.3 ）歳であった．全員が持家に住んでお
り，家族構成は夫婦のみ（  14名 ）， 最終学歴は高等学校卒（  13名）
が最も多かった．  1 年以内に入院歴があった者は  4 名で，定期的な
通院を行っている者は  15名であった．  16名はほぼ毎日外出しており，
 17名が週  1 回以上友達と交流し，  18名は趣味があると回答した（表
 1 ）．  
 





 手順としては，まず対象者に  1 週間毎日，日記をつけてもらった．
対象者が一日の満足度に影響を与えた作業経験に焦点を当てて記録
を残しやすいように，書式の決まった日記を使用してもらった（図
 1 ）． 日記には，一日の満足度を「とても満足 」， 「満足 」， 「ど
ちらでもない 」， 「不満 」， 「とても不満」の  5 段階で選択しても







次に，第一から第四著者の  4 名が半構造化面接を行った．記憶が
曖昧にならないように，日記を書き終えた日から  3 日以内で面接日
を設定した．面接において日々の経験を深く聞けるように，第二か
ら第四著者は質的研究の経験がある第一著者と事前に面接の練習を
行った．自宅などの対象者にとって快適な場所で  1 対  1 の面接をし
た．面接では日記に書かれた作業を  1 つ  1 つ挙げながら，どのよう
な作業経験が一日の満足度に影響を与えたかを尋ねた．具体的には
「この活動を行ったことで，なぜ一日の満足度が高まった（低くな
った）か 」， 「この活動をしたとき，どんな気持ちだったか 」，
「なぜそのような気持ちになったか」といった質問を行った．対象
者の許可を得て，面接中の会話を  CCレコーダーに録音した．  2 名が
 CCレコーダーでの録音を拒否したため，会話をメモに残した．面接
実施時間は平均±標準偏差で  47.8 ±  18.6 分だった．  
 
A ．データ分析  
テーマ分析を用いて，面接での語りと日記の記述内容を質的に分




 分析は  6 つのステップで行われた．まず，面接中の会話の逐語録
を作成し，それを繰り返し読み，語られた内容を理解した．  2 番目
に，逐語録を意味単位で区切り，日々の満足度に影響を与えた作業
経験を探し，コードをつけた．  3 番目に，意味の類似性に従ってコ
ードをまとめ，研究疑問に関連する共通の意味をテーマとした．類
似したテーマがある場合は，それらをまとめ，新たなテーマをつく







した．  5 番目に，各テーマの焦点を明らかにし，明確な定義とそれ
が伝わりやすい名前をつけた．最後に，データ全体からテーマをよ
く表すデータを抜粋し，本研究結果におけるテーマの説明に使用し
た．分析は，面接を実施した  4 名が議論をしながら行った．  
 分析後，引越しをした  1 名を除く  19名の対象者に分析結果を口頭
と書面で提示した．分析結果が対象者の日々の経験に当てはまるか
どうかを，「とてもよく当てはまる 」， 「やや当てはまる 」， 「ど
ちらともいえない 」， 「やや当てはまらない 」， 「まったく当ては
まらない」の  5 段階で尋ねたところ，「とてもよく当てはまる」と








喪失，回復－減退という  9 つのテーマが明らかとなった．各テーマ
は，一日の満足度を高めるポジティブな経験から一日の満足度を低
下させるネガティブな経験まで含む連続体であった．各テーマの定


















































り組んだときに，満足を感じていた．   氏は，長時間かけて草取り
を行った場面を次のように語った．  
「雑草が残ってて取っておかないとまた生えるから，  4 時間ほど草
















いた．   氏は剪定を終わらせて，満足を得た経験を次のように語っ
た．  
「ずっと毎日梨の花芽剪定をしていた．この日は一日中したなぁ．

























































作業経験の  9 つのテーマが明らかとなった．これらのテーマの多く





















ティブな両経験を分類している  26 ．しかし，フロー理論は作業を行







作業の価値と意味のモデル（  The aalue and Meaning of Occupations 
 model ：  aalMO-model）では，日々の作業の経験から作業の意味が形





や作業のやり方に影響を与える  29, 30 ．作業の意味がどの作業をどの
ように行うかを決定づけ，実際にその作業を行うことで新たな作業
経験が生じる．  
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表   日々の満足に影響を与える作業経験のテーマと定義 
 
 
